






























野新聞 年 月 日朝刊 面）に次のように述べられている。


































　① 教材 ページ 行目「私が女学校一年で初めて親もとを離れたときも、三日にあ
げず手紙をよこした。」
　　　「三日にあげず」は、三日と間を置くことなくということで、頻繁に手紙をよこし




































　⑤　教材 ページ ～ 行目「この手紙も懐かしいが、最も心に残るものをと言われ


































　⑦　教材 ページ ～ 行目「『元気な日はマルを書いて、毎日一枚ずつポストに入れ
ないさ。』／と言って聞かせた。」
　　　「私」への手紙では、父の思いを文章で綴ることができたが、「まだ字が書けなかっ


































　⑪　教材 ページ ～ 行目「小さいのに手をつけると叱る父も、この日は何も言わ
なかった。」
　　　「かぼちゃの茎まで食べていた東京」（教材 ページ 行目）とあるように、東京







































































　　『向田邦子が刻んだ戦争　いま絵本で語り継ぐ　上』（下野新聞 年 月 日朝刊
面）によれば、　「病気になり疎開先から戻った小さな娘のやせた肩を父が抱く場面
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注 　ページ数、行数は、東京書籍『新編　新しい国語２』（平成 年 月 日発行）に
よる。
　
－ 72 － 作新学院大学・作新学院大学女子短期大学部
教職実践センター研究紀要　2020　第8号
